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１．平成19年3月期の業績予想（平成18年4月1日　～　平成19年3月31日）

（1）連結業績予想

50,000 百万円 26.7%

39,477 △10.3%

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率

（２）個別業績予想

40,500 百万円 0.5% 40,000 百万円 2.7%

40,314 △12.2% 38,951 △10.0%

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率

〔連結・個別業績予想に関する定性的情報等〕

連結業績予想について

平成18年5月22日の決算発表時に公表しました当初予想と変わりがありません。

個別業績予想について

　第１四半期の受注は、前年に比べ官公庁は土木・建築ともに減少しましたが、民間

建築が大幅に伸びたため、前年同期比16.0％の増加となりました。

　業績予想については、平成18年5月22日の決算発表時に公表しました当初予想と

変わりがありません。

２．平成19年3月期第１四半期業績の概況（平成18年4月1日～平成18年6月30日）

（１）個別受注実績

8,048 百万円 16.0%

           6,940 △9.0%

（注）パーセント表示は、前年同四半期比増減率
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（参考）受注実績内訳 単位：百万円

％

（注）（　　）内のパーセント表示は、構成比率

〔個別受注実績に関する定性的情報等〕

第１四半期の受注については、概ね当初予定どおり推移しております。

土木

官公庁は、発注者の事業費削減の影響を受け減少しました。
民間は、舗装工事の受注により増加しました。

建築

官公庁は、土木と同様に発注者の事業費削減の影響を受け減少しました。

民間は、住宅関連の大型工事の受注、ならびに社会福祉関係の工事の

受注により増加しました。

合計

当四半期の受注高は　8,048百万円（前年同期比1,108百万円増）となりました。

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

該当する事象は、特に発生しておりません。
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